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金
は
売
却
で
対
応
し
た
が
、生
命
保
険
は
あ

ま
り
積
極
的
に
対
応
を
し
な
か
っ
た
。

そ
の
他
の
投
資
主
体
に
つ
い
て
。
証
券
投

資
信
託
は
資
金
流
入
が
あ
っ
た
分
だ
け
、各

投
資
対
象
へ
の
投
資
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。

非
金
融
法
人
企
業
と
家
計（
個
人
）は
、国
債

お
よ
び
株
式
へ
の
投
資
を
減
少
さ
せ
て
い
る
。

も
っ
と
も
個
人
は
、投
資
信
託
へ
の
投
資
を

大
幅
に
増
加
さ
せ
て
い
る
。
海
外
投
資
家
は
、

こ
の
一
年
間
、
株
式
に
対
す
る
積
極
姿
勢
で

群
を
抜
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、国
債
に

つ
い
て
は
売
却
ス
タ
ン
ス
に
あ
る
。

以
上
、二
〇
一
三
年
の
投
資
行
動
に

は
、
投
資
家
間
で
差
異
が
見
ら
れ
る
。

国
債
に
対
し
て
、長
期
資
金
の
投
資
家

で
あ
る
生
命
保
険
と
年
金
以
外
、売
却

ス
タ
ン
ス
が
大
勢
で
あ
る
。
日
銀
が
金

利
水
準
を
低
位
に
保
っ
て
い
る
た
め
、国
債

の
投
資
魅
力
が
低
下
す
る
と
同
時
に
、将
来

の
金
利
上
昇（
国
債
価
格
低
下
）懸
念
が
生
じ

て
い
る
。
株
式
に
つ
い
て
は
、国
内
投
資
主
体

の
ほ
と
ん
ど
が
売
却
で
対
応
し
た
。
一
方
、対

外
証
券
投
資
へ
の
ス
タ
ン
ス
は
、国
内
投
資

主
体
間
で
差
異
が
あ
る
。

二
〇
一
四
年
も
、日
銀
に
よ
る
国
債
の
大
量

購
入
と
、そ
れ
に
よ
っ
て
長
期
金
利
水
準
を

低
位
に
抑
制
す
る
政
策
が
継
続
さ
れ
る
。
こ

の
政
策
は
、日
銀
の
政
策
意
図
に
沿
っ
た
物

価
水
準
の
上
昇
が
生
じ
れ
ば
、国
債
へ
の
投

資
魅
力
を
今
以
上
に
削
ぐ
だ
ろ
う
。
こ
れ
は

メ
イ
ン
の
投
資
対
象
が
な
く
な
る
こ
と
を
意

味
し
、こ
の
結
果
、二
〇
一
三
年
以
上
に
投
資

行
動
の
多
様
化
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

年
四
月
、日
銀
が
量
的・
質
的
金
融

緩
和
政
策
を
決
定
し
て
か
ら
一
年
が

経
過
し
た
。
こ
の
間
、投
資
家
は
ど
う
行
動

し
た
の
か
。
変
化
の
兆
し
が
あ
る
の
か
。
こ

れ
ら
を
確
認
し
た
い
。

そ
こ
で
、二
〇
一
三
年
の
一
年
間
に
主
要
な

投
資
家
が
債
券
や
株
式
へ
の
投
資
額
を
ど
の

程
度
増
減
さ
せ
た
の
か
を
図
表
に
し
た
。

デ
ー
タ
は
日
銀
の
資
金
循
環
統
計（
速
報
）で

あ
る
。
こ
の
資
金
循
環
統
計
の
数
値
は
、株

価
や
為
替
の
変
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
評
価
損

益
を
調
整
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、投
資
家

の
実
際
の
買
越・売
越
額
に
近
い
。

ま
ず
日
銀
は
、
量
的・
質
的
金
融
緩
和
政

策
に
沿
っ
て
着
実
に
国
債
保
有
量
を
増
や
し

て
い
る
。
二
〇
一
三
年
末
の
国
債・財
融
債（
以

下
、
国
債
）の
保
有
残
高
は
一
四
三・六
兆
円

と
、
国
債
発
行
残
高
八
二
七・一
兆
円
の

一
七・四
％
に
達
し
た
。
今
後
、金
融
政
策
の

変
更
が
な
い
と
し
て
も
、日
銀
は
今
年
年
末

に
一
九
〇
兆
円
の
国
債
を
保
有
し
、国
債
発

行
残
高
の
二
二
％
に
相
当
す
る
。
も
し
も
金

融
緩
和
が
も
う
一
段
強
化
さ
れ
れ
ば
、日
銀

の
国
債
保
有
額
が
さ
ら
に
膨
れ
あ
が
る
。

国
内
銀
行（
い
わ
ゆ
る
銀
行
で
あ
り
、信
託

勘
定
を
含
ま
な
い
）は
日
銀
か
ら
供
給
さ
れ

た
資
金
を
証
券
投
資
に
振
り
向
け
て
は
い
な

い
。
む
し
ろ
国
債
、対
外
証
券
投
資
か
ら
資

金
を
引
き
揚
げ
て
い
る
。
株
式（
国
内
株
式
）

も
売
却
し
て
い
る
。
図
表
に
は
な
い

が
、こ
れ
ら
証
券
投
資
か
ら
引
き
上
げ

ら
れ
た
資
金
量
は
民
間
貸
出
の
増
加

に
振
り
替
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、日
銀

に
よ
る
追
加
資
金
供
給
分
の
大
部
分

は
日
銀
預
け
金
の
増
加
に
な
っ
た
だ
け

で
あ
る
。

農
林
水
産
金
融
機
関
と
中
小
企
業
金
融

機
関
等
は
対
外
証
券
投
資
に
積
極
的
な
ス
タ

ン
ス
を
と
っ
て
お
り
、二
〇
一
三
年
の
増
加
額

は
他
の
投
資
主
体
よ
り
も
大
き
い
。
一
方
、国

債
に
対
し
て
、ほ
ぼ
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
あ
り
、積

極
的
で
は
な
い
。
ま
た
、
株
式
に
対
し
て
は

少
し
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。

生
命
保
険
と
年
金
は
国
債
へ
の
投
資
を
増

や
し
て
い
る
。
一
方
、両
者
は
株
式
を
減
少
さ

せ
て
い
る
。
対
外
証
券
投
資
に
関
し
て
、
年

投
資
家
行
動

に
生
じ
る

差
異
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●投資主体別の証券投資金額（2013年年間、速報値）
（兆円）

国内銀行 農林水産
金融機関

中小企業
金融機関等 生命保険 年金計 証券

投資信託
非金融法人
企業 家計 海外

国債・
財融債 -12.2 -0.1 0.1 2.8 5.3 1.3 -0.4 -3.0 -3.2

証券投資
信託 1.1 0.0 0.0 -0.1 0.9 1.3 8.3 0.2

株式 -0.9 0.0 -0.2 -1.1 -2.9 0.4 -0.5 -8.3 16.0

対外証券
投資 -11.5 4.5 4.1 0.6 -7.9 1.8 2.5 -0.2

合計 -23.5 4.4 4.0 2.2 -4.6 3.5 2.9 -3.2 13.0

注１：表の数値は資金循環統計の金融取引額(フロー )であり、価格変動を除外している。
注２：年金計は年金基金と公的年金の合計額。中小企業金融機関等にはゆうちょ銀行を含む。
出所：日本銀行「資金循環統計」に基づいて作成。


